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監督からメッセージを頂戴しました。
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～ 映画と井手町への思い ～

映画『神さまの轍』を井手町をロケ地に撮
影したのには大きく２つの理由があります。

１つ目は、万灯呂山展望台や大正池など、
知る人ぞ知るロードバイクの名所コースが
存在していたこと。

もう１つは、井手町が京都市内、大阪、奈
良や滋賀にもアクセスしやすい、ちょうど全
ての土地の『通過点』に位置するロケーショ
ンにあったということ。

そこから、人生の通過点につまずき、悩み、
超えていこうとする若者の葛藤を描いた
『ロードバイク』×『青春』映画『神さまの轍』
が出来ました。

さくどう ゆう

作道 雄 ／プロフィール

1990年大阪府生まれ。京都大学法学部卒業
株式会社クリエイティブスタジオゲツクロ代表取締役
KBS京都でのテレビドラマ製作を経て、現在に至る。

脚本担当作、滋賀県が舞台の映画『マザーレイク』が
2017年全国公開

井手町を舞台にした監督・脚本作映画
『神さまの轍』が、２０１７年秋全国公開予定
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日本遺産サミットのエクスカーション

黄檗山萬福寺と日本遺産×Ｌｉｖｅ Ａｒｔ 特別公演日帰りの旅
ＤＭＯが旅行企画協力しました。

お茶の京都博開催中
年間を通じて各種イベントが開催されます。

http://ochahaku.kyoto/

日本遺産サミットが、７月１日（土）・２日（日）、

けいはんなオープンイノベーションセンター （Ｋ
ＩＣＫ）において開催され、お茶の京都 ＤＭＯで

は、日本遺産ブース出展、商談会参加のほか、
サミットエクスカーションの旅行企画協力を行い
ました。

お茶の京都インバウンドセミナー
「外国人旅行者受入サービスの向上に向けて」
８月１日（火）開催 （参加無料・先着１００名）

お茶の京都ＤＭＯでは、外国人や国内旅行者に、お茶の京都エリアでの旅に満足いただけるよう、
インバウンドに対応した受入れ環境整備について基礎から楽しく学べるセミナーを開催します。

エクスカーションはバス２台、７４名の参加があり、
大変、盛況となりました。
萬福寺では、お寺の説明や普茶料理をご賞味い

ただき、また、松隠堂（非公開）において、文化庁主
催「日本遺産×Ｌｉｖｅ Ａｒｔ」特別公演を鑑賞いただき
ました。

◆開催日時：平成２９年８月１日（火） 午後１時３０分～４時３０分
◆会 場：宇治市産業会館１階 多目的ホール
◆内 容

第１部講演 「外国人旅行者の消費動向とショッピングの活用～お茶の京都が今できること～」
講師 新津研一 氏 （一社）ジャパンショッピングツーリズム協会専務理事/事務局長

（株）ＵＳＰジャパン代表取締役社長

第２部講演 「外国人旅行者受入に向けたキャッシュレスインフラ整備」
講師 巴山 瞬 氏 三菱ＵＦＪニコス（株）金融法人営業部調査役

萬福寺山門にて湯浅和尚さんによる萬福寺の説明 通常非公開の松隠堂にて落語家 桂吉坊氏と
日本遺産大使マーティ・フリードマン氏のトークライブ

参加者の声

井上安寿子さん（京舞井上流の次代を担う後継者）の京舞や、
落語、長唄などを近くでみることは普段ではないことなの
で、素晴らしい体験でした。
また、普茶料理も初めて味わいました。

企画担当者（佐藤事業部長）の声

煎茶のルーツである萬福寺において、お茶に関わりのある
演目による京舞、落語、長唄、トークショーなど、文化庁事
業とのコラボや、普茶料理など、お茶づくしの内容をご提供
できたので、充実感がありました。
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